
表１．レンズの種類別の装用時間と寿命

現
在
、
我
が
国
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

（
以
下

）
装
用
人
口
は
約
一
千
万
人

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル

（
以
下

）
お
よ
び
頻

回
交
換

（
以
下

）
の
普
及

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ

ラ
ー

や
遠
近
両
用

の
登
場
に
よ

り
、
装
用
者
の
年
齢
層
も
幅
広
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

装
用
時
間
、
ケ
ア
方
法
、
レ
ン
ズ
の
寿
命
、

お
よ
び
定
期
検
査
を
守
ら
な
か
っ
た
り
、

ケ
ア
用
品
の
多
種
化
に
よ
る
誤
使
用
な
ど

に
よ
り
角
膜
・
結
膜
の
障
害
が
頻
発
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
重
篤
な
細
菌
性
角
膜

潰
瘍
を
発
症
し
た
場
合
、
視
力
障
害
を
来

た
す
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
、

の
安
全
性
と
危
険
性
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

の
装
用
時
間
と
寿
命

表
１
に
、

の
種
類
別
に
装
用
時
間

と
寿
命
を
示
し
ま
し
た
。ソ
フ
ト

（
以

下

）
の
場
合
、
レ
ン
ズ
の
厚
さ
に

よ
り
装
用
時
間
や
寿
命
が
異
な
り
ま
す
。

厚
型
の
レ
ン
ズ
の
場
合
、
レ
ン
ズ
が
比
較

的
丈
夫
で
す
の
で
寿
命
は
長
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
分
酸
素
の
透
過
性
が
や
や
落
ち

る
の
で
装
用
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。
逆

に
薄
型
レ
ン
ズ
は
酸
素
の
透
過
性
が
高
い

の
で
装
用
時
間
は
長
く
な
り
ま
す
が
、
寿

命
は
短
く
な
り
ま
す
。
連
続
装
用
タ
イ
プ

は
装
用
し
た
ま
ま
眠
っ
て
も
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
連
続
装
用
は
明
ら
か
に
角

膜
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
の
で
、
基

本
的
に
は
毎
日
外
し
て
寝
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
カ
ラ
ー

は
酸
素
の
透
過

性
が
低
い
う
え
、
構
造
上
レ
ン
ズ
表
面

に
汚
れ
が
着
き
や
す
い
の
で
、
主
た
る

と
し
て
毎
日
使
用
す
る
の
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
カ
ラ
ー

は
通
常
の

ま
た
は
メ
ガ
ネ
を
作
っ
た
上
で
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

は
１
日
で
、

（
２
週
間
タ
イ
プ
）

は
開
封
日
か
ら
２
週
間
で
捨
て
て
く
だ

さ
い
。

使
用
者
で
、
し
ば
し

第

回

医
師

吉
田
正
雄

ば
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
２

週
間
と
い
う
の
は
実
際
に
装
用
し
た
日
数

で
は
な
く
、
２
週
間
の
間
に
使
用
し
な
い

日
が
あ
っ
た
と
し
て
も
開
封
し
て
２
週
間

経
過
し
た
ら
捨
て
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
一
方
、
ハ
ー
ド

（
以
下

）
は
レ
ン
ズ
の
素
材
に
よ
り
装
用
時

間
や
寿
命
が
異
な
り
ま
す
。
標
準
型
は
丈

夫
で
長
持
ち
し
ま
す
が
、
全
く
酸
素
を
通

種類 装用時間 寿命

ソフトコンタクトレンズ

ディスポーザブルレンズ 16時間以内 １日

頻回交換レンズ（２週間タイプ） 16時間以内 ２週間

薄型レンズ 12 14時間 １年

標準型レンズ 10 12時間 １ 1 5年

厚型レンズ ８ 10時間 1 5年

連続装用タイプ 14時間以上も可 １年

乱視用ソフト 12 14時間 １年

虹彩カラーレンズ 12 14時間 １年

ハードコンタクトレンズ

標準型 ８時間 ８年

2レンズ 14時間以上も可 ３年

し
ま
せ
ん
の
で
装
用
時
間

は
８
時
間
以
下
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２

レ
ン
ズ
は
酸
素
の
透
過
性

が
高
い
の
で
長
時
間
装
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

現
在
、

の
処
方
は

安
全
性
の
点
か
ら
ほ
と
ん

ど
が
こ
の

２
タ
イ
プ
で

す
の
で
、
今
後

を

作
り
変
え
た
り
、
新
規
に

を
作
ろ
う
と
さ
れ

る
方
は
、
極
力

２
タ
イ

プ
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

な
お
、
表
に
示
し
た

の
寿
命
は
健
常
眼
で
の

使
用
で
、
適
切
な
ケ
ア
を

し
た
場
合
の
目
安
で
す
。



きれいなソフトコンタクトレンズ

（
写
真
協
力

ア
ラ
ガ
ン

）

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
が
あ
っ
た
り
、
ケ

ア
が
不
適
切
な
場
合
は
、
寿
命
は
表
示
の

期
間
よ
り
短
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
調
子

が
良
い
と
思
っ
て
も
、
寿
命
の
期
間
が
過

ぎ
た
ら
新
し
い

に
交
換
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
は
、
調
子
が

悪
く
な
っ
て
初
め
て
作
り
変
え
よ
う
と
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
が
ア
レ
ル

ギ
ー
性
結
膜
炎
や
角
膜
障
害
の
原
因
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

２

レ
ン
ズ
の
ケ
ア
に
つ
い
て

レ
ン
ズ
の
ケ
ア
方
法
は

と

で
大
別
さ
れ
ま
す
。

の
ケ
ア
は

比
較
的
簡
便
で
水
道
水
で
す
す
ぐ
こ
と
が

可
能
で
す
。
一
方
、

は
毎
日
煮
沸

消
毒
ま
た
は
コ
ー
ル
ド
消
毒
が
必
要
で
、

と

以
外
の

は
、

通
常
週
１
回
の
タ
ン
パ
ク
除
去
が
必
要
で

す
。
近
年
、

や

の
普

及
や
簡
便
な
コ
ー
ル
ド
消
毒
シ
ス
テ
ム
の

登
場
に
よ
り
、

装
用
人
口
が
急
速

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ー
ル

ド
消
毒
ケ
ア
用
品
の
多
種
化
に
伴
う
誤
使

用
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
煮
沸

消
毒
も
、
ケ
ア
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
と

レ
ン
ズ
の
変
形
、
変
性
、
劣
化
を
き
た
し

（
左
の
写
真
の
様
に
進
行
し
ま
す
）、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
や
角
膜
感
染
症
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

の
ケ
ア
の

前
に
は
必
ず
手
を
洗
い
、
保
存
液
の
交
換

と
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
の
洗
浄
を
毎
日
行
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
こ
う
し
た
こ

と
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
レ
ン
ズ
の

洗
浄
を
毎
日
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
レ
ン
ズ
に
細
菌
や
カ
ビ
が
付
着
し
角

膜
感
染
症
を
起
こ
し
た
症
例
が
あ
り
ま
す
。

３

定
期
検
査
に
つ
い
て

は
医
療
用
具
で
す
。
処
方
お
よ
び

定
期
検
査
に
は
、
眼
科
医
の
診
察
が
必
要

で
す
。

の
場
合
、
角
膜
に
障
害
を

来
た
す
と
早
期
に
疼
痛
が
生
じ
ま
す
が
、

の
場
合
、
早
期
で
は
無
症
状
の
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

装
用
者
は
調
子
が
良
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
３
ヶ
月
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
疼
痛
、
メ
ヤ
ニ
、
結

膜
の
充
血
な
ど
が
あ
る
と
き
は

の
使

用
を
中
止
し
、
す
ぐ
に
眼
科
医
の
診
察
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

装
用
者
で
メ
ガ
ネ
を
持
っ
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
度
の
あ
っ
た
メ
ガ
ネ
を
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
方
は
、
度
の
あ
っ
た
メ
ガ

ネ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
度
の
あ
っ
た
メ

ガ
ネ
を
持
っ
て
い
な
い

装
用
者
は
、

し
ば
し
ば
眼
に
異
常
を
感
じ
て
い
て
も
我

慢
し
て
装
用
し
続
け
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
、
こ
う
し
た
事
が
重
篤
な
角
膜
障
害
に

つ
な
が
る
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
安
全
性

と
危
険
性
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
、
眼
障
害
を
起
こ

さ
ず
に
安
全
に

を
使
用
で
き
る
よ
う
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
再
度

の
装
用
や
ケ

ア
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

涙の中のタンパク質が熱によって変
性し、白濁した。

レンズが白濁・劣化して周辺部が波
うっている（変形）。

タンパク質が付着して白濁したハー
ドコンタクトレンズ。中心部に キズ
も見える。



2002年度定期健康診断について
１．定期健康診断について

定期健康診断は、学校保健法に基づき年一度キャンパス別に次頁の
日程で実施します。
在学生全員が、該当する健康診断日時に以下の事項を注意のうえ、
必ず受診してください。

（１）定期健康診断は、この期間以外一切行いません。
（２）定期健康診断を受けないと、

授業等で必要な臨時健康診断は、受診できません。
就職・奨学金・留学・スポーツ大会・アルバイト等に必要な 健康

診断証明書 の発行はできません。外部医療機関での健康診断は、高
額負担になります。

（３）結果については、 二次検査が必要な方 のみ通知します。

２．受診上の注意事項

（１）学生証・ボールペン・鉛筆を持参してください。
（２）貴重品は、持参しないでください。衣類等は、袋を持参し自己の責
任で管理してください。

（３）メガネ・コンタクトレンズを使用している方は必ず装着し、検査を
受けてください。
視力は、0 7以上に矯正しておいてください。

（４）ネックレスや金具のついた下着は、レントゲン診断の障害になるの
で着用しないでください。無地の シャツの着用を勧めます。

３．就職用健康診断証明書の申込について

就職活動等で健康診断証明書を必要とする４年生以上の方は、当日
の健康診断終了後に申込みを受け付けます。受付場所は、会場出口に
掲示します。
なお、切手120円分（会場でも販売）郵送料および証明書１通につき

100円の本学手数料証紙（10通分は、1000円証紙）を用意してください。

４．健康診断証明書の発行について

定期健康診断受診者を対象に発行します。発行は、準備の都合上５
月初旬になります。

保健センター 多摩キャンパス 0426 74 2760

後楽園キャンパス 03 3817 1722

以上

2002年度定期健康診断について



期定生学度年２００２ 程日断診康健

スパンャキ摩多．１ 総・文・商・済経・法 ）策政合

日月

間時
付受
場会 ０３８館号８舎校摩多 室号２

部一 ーコスクッレフ・）昼 部一子女ス ーコスクッレフ・）昼 部二子男ス 院学大
子女・子男）夜

９

子女・子男

０４ ０１ ０１００ ０２ ０１ ３１０４ ００ ３１ ３１０２ ０５ ４１ ４１０１ ０４ ５１ ７１００ ００ ８１

日１月４

０１

法
）月 済経

上以年４）全 商
年３）全 商

年３）全 法
年２）全 商

上以年４）治政 法
年３）全 上以年４

）企国・律法 済経 法年３）全 済経
上以年４）全

日２月４

上以年４）全

済経

）火 法
上以年４）全

総
年３）全

政
文

年２）全
済経年３）全 法上以年４）全 文年３）全 総

年３）全
政

商

年２）全 文
上以年４）全

文
上以年４）全

日３月４

年３）全

商

）水 総
上以年４）全

政
済経

上以年４）全 文
年２）全

商年２）全 ４）易貿
・計会・営経 済経上以年

商
年２）全 総

上以年４）融金
政

文
上以年４）全 院学大

年２）全

日４月４

）全・子男

文
）木 総

上以年４）全
政 法年３）全 法年２）全 文年２）全 総上以年４）全 政

商
年３）全 院学大年２）全

日５月４

）全・子女

法
）金 商

年１）全 商
年１）計会 １）融金

・易貿・営経 法年
法年１）律法 商

年１）治政・企国 商年１）融金・易貿

月４

年１）計会・営経

日８ 文

）月 総
年１）全

政
生修履等目科
年１）全

済経

他のそ・
・生学入士学
年１）全

究研・生科選
生学入編

済経

他のそ・生

総
年１）経公・経国

政
生修履等目科
年１）全

そ・生究研
・生科選・

済経

他の
士学

年１）経産・済経 文生学入編・生学入 ）年１全

スパンャキ園楽後．２ パンャキ谷ヶ市・工理 ）院学大ス

日月

間時
付受
場会 ６館号６舎校部学工理 室号１０４

部一 部一子男院学大・）昼 部二子女院学大・）昼 女・子男
院学大・）夜

９

子

０４ ０１ ０１００ ０２ ０１ ３１０４ ００ ３１ ３１０２ ０５ ４１ ４１０１ ０４ ５１ 子男００ 17 0 0 1 8 0 0
子女 1 7 0 0 1 7 4 0

日９月４ 木土・理物・学数
）火 理

年１密精
年１
化応・ 土・理物

年１院学大工 以年４
工経・密精・木 ・化応・気電・学数
上

４科学全

上以年４
報情

工理
年１科学全
上以年

院学大

全

生修履等目科
・）全 学大工理

上以年４科学
院 上以年２子男

月４

生修履等目科

10日 報情・工経・気電）水
木土・理物・学数年１ ２化応・気電・密精
・ ・木土・理物・学数

年 ２報情・工経
年３
化応 ・工経・気電・密精

年 全
年２科学全

年３
報情 ンャキ谷ヶ市

年３科学
院学大スパ

法 済経 合総 ）計会国


